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『

太
平
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記
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野
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に

　

　

　

1
巻
三

「

漢
武

帝
」

を

中
心

に

ー

つ

い

て
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敷
　
信

　
晴

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

一

　

は

じ

め

に

　
北

宋
創

業
間
も

な
い

太

平
興

国
年

間
、

時
の

皇

帝
太

宗
は

勅
命

に

よ
っ

て

『

文

苑
英
華
』

『

太

平

御
覧
』

『

太

平
広

記
』

と

い

っ

た

大

規

模
な

類

書
を

幾
つ

か

編
纂
さ
せ

た
。

こ

れ
は

、

兄
太

祖
の

子
か

ら
二

世
皇

帝
の

地
位
を

簒
奪
し

た

太
宗
が
、

当
時
の

知

識
人

に

仕
事
を

与
え
て

懐
柔
す

る

た

め
の

政
策
で

あ
っ

た

と

も

言
わ

れ

　

　

る

が
、

後
世
に

与
え
た

影
響
か

ら

言
え

ば
、

大
変
に

意
義
の

あ

る

文

化

事
業
で

も

あ
っ

た
。

そ

し

て
、

こ

の

時

編
纂
さ
れ

た

類
書

群

の

中
で

も
少
々

特

殊
な
位
置
を

占
め

て

い

る
の

が
、

『

太
平
広

記
』

で

あ
る

。

　

『

太
平
広

記
』

は

約
七

千
篇
の

文
言
小

説
を

蒐
集
し

、

そ
の

内

容
に

よ
っ

て

九

十
二

の

部
に

分
類
し

た

類
書
で

あ

る
。

こ

の

書
の

特

殊
性
は
、

そ
の

蒐

集
の

対

象
に

尽

き
る

。

初
・

盛
唐
に

編

纂
さ

れ
た

『

藝
文

類
聚
』

『

初

学

記
』

等
の

『

太

平
広

記
』

に

先
立

つ

類

書
を
見

て

み

る

と
、

大

き
な

違
い

が

あ

る
こ

と

に

気
づ

く
。

そ

れ
は
、

『

藝
文

類

聚
』

な
ど

の

伝
統
的

な

類
書
に

引
用
さ

れ

て

い

る

記
述
の

殆
ど

は、

経

書
・

史
書
・

諸
子
の

類
、

ま
た

先
人
の

詩

文

で

あ

る
。

こ

れ
は
、

そ

も
そ

も
類

書
は

主
に

詩
文

を

作
る

際
に

先
人
の

用
例

や、

適
当
な

典
故

を
探

す
た

め

の

参

考
書
と

し

て

使

わ

れ

た

の

で

あ
ろ

う
こ

と

を

考
え

れ

ば
、

当
然
の

こ

と

で

あ
る

。

だ

が

『

太
平

広

記
』

は
、

詩
文

の

典
故
と

し

て

は

使
い

に

く

い

と

思
わ

れ

る

「

小

説
」

（

取
る

に

足
ら

ぬ

話
）

か

ら

殆
ど

の

記
述

を

蒐

集
し

て

お

り
、

こ

れ

は

類
書
と

し

て

は

か

な

り

特

異
な
こ

と

で

あ

る
と

言
わ

ざ
る

を
得
な

い
。

　

し

か

し
、

確
か

に

『

太

平
広

記
』

は

類
書
と

し

て

は

か

な

り
特

異
な
も
の

で

は

あ

る

が
、

一

面
で

は

他
の

類
書
と

は

比
べ

も
の

に

な

ら

な
い

ほ

ど

の

貴

重
な

価
値

を
持
っ

て

い

る
。

そ

れ

は
、

『

太

平
広
記
』

に

は

他

書
に

見
ら

れ
な

い

小

説
の

佚
文
が

相
当

数
引

用

さ

れ
て

い

る

と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

中
国
で

は

小

説
が

取

る
に

足

ら

ぬ

話
と

考
え

ら

れ

た

為
か

、

元
の

形

を

保
っ

た

ま

ま

今
に

伝
え

ら

れ
た

六

朝
・

唐
代
の

古
小

説
は

殆
ど

無

い
。

『

捜
神

記
』

な
ど

、

現
在

見
る
こ

と

が

で

き

る
古

小
説
の

多
く
は

、

恐

ら

く

明
代

頃
に

佚
文
を

蒐

集
し

て

復
元

し

た

も
の

だ
と

思
わ

れ

る
。

そ
の

際
、

最

も
ま
と

ま
っ

た

数
の

佚
文
を

保
存
し
、

中
心

資
料
と

な
っ

た
と

思

わ

れ

る

の

が
、

『

太

平
広

記
』

な
の

で

あ

る
。

古
小

説

研
究

の

基
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本
資
料
で

あ

る

魯
迅

『

古
小

説

鉤
沈
』

『

唐
宋
伝

奇

集
』
、

汪

辟

疆

『

唐
人

小

説
』

も
、

『

太

平
広

記
』

か

ら

相

当
数

の

話
を

抽

出

し

て

い

る
。

も
し

『

太

平
広

記
』

が

無
か
っ

た
ら

、

現
在
に

伝
わ

る

古
小
説

は

半
減
ど

こ

ろ

で

は

な

い
。

そ

の

意

味
で

は
、

『

太

平

広

記
』

は

文

言

小
説

を

研
究

す
る

上

で

最

重
要
の

書
で

あ

る

と

言

っ

て

も

過
言
で

は

な
い

。

　

従
来

『

太

平
広

記
』

を
材

料
に

し

た

文

言
小

説
研

究
は

行
わ

れ

て

い

て

も
、

『

太

平
広

記
』

そ

の

も
の

に

つ

い

て
の

研

究
は

あ

ま

り

行
わ

れ
て

い

な
か
っ

た
。

現
在

『

太

平
広

記
』

の

通

行
本
と

さ

れ

る

の

は
、

人

民
文

学
出

版

社
と

中

華
書

局
か

ら
刊

行
さ

れ

た

点

校

本
で

あ
る

が
、

こ

の

テ

キ

ス

ト

は

か

な
り

の

問
題

を

含
ん

で

い

る
こ

と
が

既
に

指

摘
さ

れ
て

い

る
。

だ
が

、

そ

れ
に

代
わ

る

テ

キ

ス

ト

が

未
だ

存
在
し

な
い

の

が

現

状
で

あ
る

。

し

か

し

近
年

、

中

国
で

は

『

白

話

太

平
広

記
』

と
題

す
る

全

訳
が

複
数
出

版
さ
れ
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
　
　

日

本
で

も

部
分
的
な

が

ら
、

邦
訳
が

発
表
さ

れ

始
め

て

い

る
。

中

で

も
、

張
国
風
氏

の

一

連
の

研
究
を

初
め

と

す
る

、

『

太

平
広

記
』

の

テ

キ

ス

ト

に

つ

い

て

の

研

究
に

内

外
の

関
心
が

集
ま
つ

て

い

　
る

。

そ
こ

で

本

発

表
で

は
、

『

太

平
広

記
』

の

諸
本

の

中
で

も

重

要
な

も
の

と

考
え
ら

れ

る

中

国
国

家
図
書

館
（

旧

北
京

図
書

館
）

所

蔵
の

明

野

竹
斎
鈔

本
の

性

格
に

つ

い

て
、

巻
三

「

漢

武
帝
」

を

材

料
と
し

て

若

干
の

気
づ

き
を

報
告
し

た

い

と

思
う

。

二

　

『

太

平
広

記
』

の

テ

キ

ス

ト
に

つ

い

て

『

太

平
広

記
』

の

主

編
者
で

あ

る

李
肪
の

『

太
平

広

記
』

序
に

拠

れ

ば
、

『

太

平
広

記
』

は

太

平

興

国
三

年
（

九

七

八
）

八

月

十

三

日

に

完
成
、

同
八

月

二

十
五

日

史
館
に

送
付
、

六

年

正

月

に

勅

命
に

よ
っ

て

版

木
に

彫

ら
れ

た

と
い

う
。

し

か

し
、

そ

の

後
の

流

伝
の

過
程
は

謎
に

包
ま

れ
て

い

る
。

こ

の

事

情
に

つ

い

て

は
、

王

応
麟

『

玉

海
』

巻
五

十
四

所
引

『

宋
会

要
』

の

注
記

が

し

ば
し

ば

引
用
さ

れ
る

。

　

　

『

廣
記
』

鏤
本

頒
天

下、

言
者

以
爲
非

學
者

所
急

。

收
墨

板

　

　

藏
太

清
樓

。

（
『

広

記
』

の

鏤
本

天

下
に

頒
せ

ん

と

す
る
に
、

　

　

言
ふ

者

以

為
へ

ら

く

学
者
の

急
と

す
る

所
に

非
ず

と
。

墨

　

　

板
を

収
め

て

太

清
楼
に

蔵
す

。

）

　

こ

の

文
に

よ
っ

て

『

太

平
広

記
』

は
、

版
木
ま

で

は

彫

ら

れ
た

も
の

の
、

結

局
そ
の

版
木

は

し

ま

い

込

ま
れ

て

刊

行
さ

れ

る

こ

と

は

な
か
っ

た

と
い

う
の

が

通
説

に

な
っ

て

い

た
。

し

か

し

近
年
、

こ

の

説
に

疑

義
が

提

出
さ

れ
て

い

る
。

そ

れ

は

『

玉

海
』

の

こ

の

文
の

前
後
に

記

さ
れ

た

時
間
的

順

序
が

李

防
の

「

『

太

平
広

記
』

表
」

と
一

致
し

な
か
っ

た

り
、

同
時

期
に

編
纂
さ

れ
た

『

太

平
御

覧
』

と

混

同

し

て

い

る

部
分
が

あ
っ

た

り

す
る

な

ど
、

信
憑

性
に

　

　

　
　

　

　

　
　

　

や
や

欠
け

て

い

る

こ

と
、

そ

し

て

蘇
軾
『

東
坡
題

跋
』

や

陸
游
『

老

学
庵
筆
記
』

に

『

太

平
広

記
』

か

ら

の

引
用
が

あ
っ

た

り
、

宋
代

の

書
目

に

『

太
平
広

記
』

を

載
せ

る

も
の

が

あ
る

な
ど
、

宋

代
に

は

広
い

範
囲

で

『

太

平
広

記
』

が

読
ま

れ

て

い

た

と

い

う
記

録
が

散

見
す
る

か

ら

で

あ

る
。

　

そ

の

後
、

明
の

嘉
靖
四

十
五

年
（

｝

五

六

六
）

に

談

榿
と
い

う

人

物
が

ど

こ

か

ら
か

鈔

本
を
手

に

い

れ
、

そ

れ
に

校
訂

を

施
し

て

刊

行
し

た

の

が
、

談
榿

本
で

あ

る
。

次
頁
資

料
1
に

示

す
よ

う

に
、
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【

資

料
1

】

『

太

平

広
記
』

主

要
諸
本
の

系

統

　
開

鬩
圏
（

九

七

八
）

《

佚
》

　

　
闢

　

　
■
■

o
膠

●

■

■

齟

o

■

●

巳

■
■

■

■

■

■

■

■

■

■

999

■

■

暫

暫

，

■

．

■

■

・

6

・

6

胴

．

■

．

．

鬮

■

■

■

．

．

■

鬮

・

．

鄲

■

・

置

■

幽

■

■

．

■

■

．

．

層

・

．一

　

　
ロ
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　
コ
　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

斷

　

　

　
（

一

五

〇

〇
代
前

半
）

（

一

九

六
一
）

《

凡

例
》

↓
ー

ー
V↓

テ

キ
ス

ト

の

継

承

関

係

推

測
さ

れ

る

継

承

関
係

校

勘
材

料
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こ

の

談

榿

本
か

ら
は

、

許
自

昌
本
、

黄
暁

峰
本

な
ど

の

テ

キ
ス

ト

が

派
生

す
る

。

現

在
『

太
平

広

記
』

の

通

行
本
と

さ

れ

る

の

は
一

九

六
一

年
に

中

華
書
局

か

ら

刊
行

さ
れ

た

中
華

書
局

点

校
本
で

あ

る

が
、

こ

の

本

も
談

榿

本
を
底

本
と

し

て
、

そ

れ

に

注

紹
楹
氏
が

主

要
諸

本
に

よ
っ

て

校

訂
を

施
し

た

も
の

で

あ
る

。

つ

ま

り

現
在

行
わ

れ
て

い

る

『

太

平
広

記
』

の

殆
ど

は

談

榿

本
の

系

統
に

連
な

る

も
の

な
の

だ

が
、

そ

も

そ

も

そ
の

大

元
に

な
っ

た

鈔

本
は

全

く

素
性
が

分
か

ら

な
い

も
の

で
、

北
宋
か

ら

六

百

年
も

の

間、

ど
の

よ

う
に

流
伝
し

て

き
た

も
の

で

あ
る

か

は

明

ら
か

に

は

な
っ

て

い

な
い

。

　

談

榿
本
系

以
外
の

系
統
の

姿
を

伝
え

る

と

言
わ

れ

る

『

太
平
広

記
』

と

し

て

は
、

孫

潜
校

本
（

孫
校

本
）

、

陳
鮑
校
本
（

陳
校
本
）

、

そ
し

て

明

野

竹
斎
鈔

本
（

明
鈔

本
）

の

三

種
が

あ
る

。

孫

校
本
と

は
、

清
の

孫

潜
が

手
に
い

れ

た

宋

本
に

よ
っ

て

談

榿
本
を
校

訂
し
、

そ
の

結

果
を

談

愃
本
に

書
き

込
ん

だ

も
の

で
、

現
在

台
湾
大

学
図

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

書

館
に

所
蔵

さ

れ
て

い

る
。

陳
校
本
は
、

清
の

陳
鱸
が

や
は

り

宋

本
に

よ
つ

て

許

自
昌
本
に

校

訂
を

施
し

た
も

の

で
、

現
在
中

国
国

家
図

書

館
に

所

蔵
さ

れ
て

い

る
。

ど

ち

ら
も
、

校
勘
に

用
い

ら

れ

た

宋

本
は

現

在
失
わ

れ
て

し

ま
っ

て

お

り
、

そ
れ

ぞ

れ

書
き

込
み

が

あ
る

談

愃

本
と

許

自
昌

本
が

残

さ

れ
て

い

る
の

み

で

あ
る

。

　

そ

し

て

本

発

表
で

扱
う
明

鈔
本
は

、

明
の

沈
与
文

が

所
蔵
し

て

い

た

鈔
本
で

あ

り
、

彼
の

書
斎
の

名
を

取
っ

て

「

野

竹
斎

鈔

本
」

と

呼
ば

れ
る

。

こ

の

テ

キ

ス

ト
は

前

述
の

点

校
本
の

校
勘
材
料
と

し

て

用

い

ら

れ

て

お

り
、

談
榿

本
と

は

相
当
の

異
同

が

あ
る

こ

と

が

知

ら

れ
て

い

る
が

、

未
だ

影

印
や

校
勘
記
と
い

っ

た

形
で

全

貌

が

紹

介
さ

れ
た

事
が

な

い
、

幻
の

書
と
な
っ

て

い

る
。

現
在
は

中

国
国

家
図

書
館
所
蔵
と

な
っ

て

お
り
、

書

籍

番
号
は
AO

一

五
一

七
、

十
巻
ご

と

に
一

冊
に

ま
と

め

ら

れ
て

い

る
。

半

葉
十
二

行
、

一

行

二

卜
二

字
前

後
。

上

象

鼻
に

は

「

呉
郡

沈
氏
」

、

下

象

鼻
に

は

「

野
竹

齋
校
録
」

と

記
さ
れ

て

い

る
。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

張

国
風
氏

の

考

証
に

拠
れ
ば
、

沈

与
文
は

明
の

成

化
八

年
（

一

四

七

二
）

生

ま
れ

で

あ
り

、

談
榿
本
が

刊

行
さ

れ
た

嘉
靖
四

十
五

年
（

一

五

六

六
）

に

は

九

十
五

歳
と

な
っ

て

し

ま

う
た

め
、

談
榿

本

刊
行

以

前

に

既
に

書
写

さ

れ
て

い

た

だ
ろ

う
と

述
べ

ら

れ
て

い

る
。

ま
た

異
同
の

状
況

が

孫

校
本
の

校
勘
記
と
よ

く
一

致

す
る
の

で
、

明

鈔
本
の

元

に

な
っ

た
テ

キ
ス

ト
は

宋
本

、

或
い

は

元
本
で

あ
ろ

う
と

も

指
摘
さ

れ
て

い

る
。

た
だ

し

張
氏
は

明
鈔

本
と

談
榿

本
が

ど
の

よ

う
に

違
う
の

か
、

具
体

的
な

例
を

挙
げ
て

述
べ

ら
れ

　

　
　

　

　

て

は

い

な
い

。

そ

こ

で

ま

ず
、

明
鈔

本
と

談
榿

本
系
の

テ

キ
ス

ト

の

校
勘

を
行
い

、

両
者
の

違
い

に
つ

い

て

明
ら
か

に

し

た

い

と

思

う
。

三

　

明
鈔

本
と

談
榿
本

系
テ

キ
ス

ト

と

の

比

較

今
回
用
い

た

校
勘

材
料
は

以
下
の

通
り

で

あ
る

。

《

底

本
》

・

明

鈔
本

《

校
勘
材

料
》

中

国
国
家

図
書

館
蔵

明

野
竹

斎
鈔
本
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・

談

榿
本

・

許

自
昌

本

・

黄

暁
峰

本

・

四

庫
全

書

本

・

中

華
書
局

本

広

島
大

学
蔵

民

国
二

十

三

年

北
平
文

友
堂

書
坊

用

嘉
靖

中
談

榿
刻

本
影

印
本

内

閣
文
庫

蔵

本

清
乾
隆
乙

亥

年

天
都

黄
暁
峰

校
刊

本
（

新
興

書

局

影
印

　
民

国
五

十
人

年）

清
文
淵

閣
四

庫

全
書

鈔
本
（

上

海

古

籍
出

版
社

影
印

　
一

九

九

〇

年
）

汪
紹

楹
点

校

本
（

中
華
書

局

　
一

九

六
一

年
・

二

〇
〇

三

年
重

印）

　

本
来

は

当

然
『

太

平
広

記
』

全

巻
に

渡
っ

て

調
査

を

行
う
べ

き

で

あ

る

が
、

時
間

的
制

約
の

た

め
、

今
回

調
査
対

象
と

す
る

こ

と

が

で

き

た

の

は

巻
三

、

葉

数
に

し

て

十
一

葉
と
い

う
僅
か

な

分
量

に

す
ぎ

な
い

。

し

か

し

こ

の

僅
か

な

分
量
の

中
で

も
、

全
校

勘

箇

所
は

四

百

四

十
人

条
、

そ
の

内
、

｝

種
類
の

版

本
と

し

か

異
同
が

無
い

も
の

（

明

鈔

本
で

は

な
く

、

そ

の

テ

キ

ス

ト

に

問

題
が

あ
る

と

判
断

さ
れ

る

も
の
）

や
、

異
体

字
や
通

用
字
の

許
容

範

囲
と

考

え

ら
れ

る

も
の

を

除
い

て

も
、

全

部
で

三

百

八

十
一

条

も
の

数
を

得
た

。

巻
三

の

み

と

い

う

僅
か

な

範

囲
で

こ

れ

だ

け
の

数
の

異

同

が

あ
る

と

言
う

こ

と

自

体
、

明
鈔

本
は

談
榿
本
と

は

違
う

系
統
に

属
し

て

い

る
こ

と

を

裏
付
け
て

い

る
と

も
言
え

る
。

し

か

も
そ
の

内

容
を
細
か

く

見
て

い

く
と
、

単
純
な

誤
記
と

思
わ

れ

る

も
の

も

相
当

数

含
ま
れ

て

い

る

が
、

中
に

は

明
鈔

本
が

談
榿

本
系
と

は

別

系
統
に

属
す
る

こ

と

を
示

す
例
も

見
ら

れ
る

。

例
え

ば
、

次
の

部

分
で

あ
る

。

《

明

鈔
本
》

元

封

元

年
、
．

止

月

甲

子
、

登

嵩
山
、

起

道
宮

。

帝

齋
七

日
、

祠
訖

乃

還
。

至

四

月

伐
辰

、

帝

閑
居

。

東
方

朔
、

董
仲
君

在
側

焉
。

忽

見
一

女
子

。

著

青
衣

、

非
常

麗
色

。

帝
愕
然
問

何

人
。

日
、

「

我

塘
宮
玉

女

姓
王

名
登

。

爲
王

毋

所
使
、

從

崑
崙

山
來

。

」

語

帝
日
、

「

聞
子

輕
四

海
之

祿、

尋

道
求

生
、

降

尊
王

之

位
、

而

屡
構

山
岳

。

勤

哉、

有
心

似
可

教
者

。

從
今
口

清

齋
、

不

交

人
事

。

至

七

月

七

日
、

王

毋

剴
暫

倒
也

。

」

帝

下

席
跪

謝
。

言
訖
、

玉

女
隱
去
、

忽

然

不

見
。

帝

問

東
方

朔
、

「

此

何

入
。

」

朔

日
、

「

是
西

王

毋

紫
蘭

宮
玉

女
。

常

傳
使
命
、

往
來
扶

桑
、

出
入

靈
州
、

交

關
常

陽、

傳

言
玄

都
。

阿

毋
昔

出
配
北

燭
仙

人
、

近
又

召
還
、

使

領
命
祿
。

則

靈

官
也

。

」

帝
於

是
登

團

圜
圍、

齋

戒

存
道

。

其
四

方
之

事

權、

委

於

冢
宰

。

《

談

榿
本
》

元

封
元

年
、

正

月

甲
子
、

登

嵩

山
、

起
道

宮
。

帝
齋
七

日
、

祠
訖

乃

還
。

至
四

月
戊

辰
、

帝
閲

居
承

華
殿

。

東
方
朔

、

董
仲
舒
在
側

。

忽

見
一

女
子
、

著

青
衣
、

美

麗
非

常
。

帝

愕
然

問
之
。

女

對
日

、

「

我

塘

宮
玉

女
王

子

登

也
。

何

爲
王

母

所
使
、

從

崑
崙

山

來
。

」

語

帝

日
、

「

聞
子

輕
四

海

之

祿
、

尋
道

求
生

、

降
帝
王

之

位
、

而

屡

濤

山
嶽

。

勤
哉
、

有
似
可

敏

者
也

。

從
今
日

清
齋
、

不

閑
人
事

。

至

七

月
七

日
、

王

母

暫
來

也
。

」

帝
下

席
跪

諾
。

言

訖、

玉

女

忽

然

不

知

所

在
。

帝
問

東

方
朔

、

「

此

何

人
。

」

朔

日
、

「

是

西
王

母

紫
蘭
宮
玉

女
。

常
傳
使
命

、

往
來

扶

桑、

出
入

靈
州
、

交

關
常

陽
、
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傳

言
玄

都
。

阿
母

昔
出

配
北

燭
仙

人、

圓
靈

官

也
。

」

帝
於

是
登

圓
駲

闡
罔
圜

、

權
、

委

於
冢

宰
焉

。

近
又

召
還

、

使

領
命

祿
。

盛

齋
存

道
。

其
四

方

之

事

　
こ

れ

は

武

帝
の

所
に

王

登

（

王

子
登
）

と

い

う
仙

女
が

現

れ
、

七

月
七

日

に

西

王

母
が

降
っ

て

く

る
こ

と

を
予

告
す
る

と

い

う
場

面

で

あ

る
。

傍
線
部
が

異
同

箇

所
だ
が

、

か

な
り

の

数
が

あ

る
こ

と

が

分
か

る
。

そ
の

最
後
の

辺

り

に

「

尋

眞
之

臺
」

と

い

う

建
物

が

出
て

く
る

が
、

こ

れ
が

談
榿

本
で

は

「

延

靈
之
臺
」

と
な
っ

て

い

る
。

こ

の

建
物

は

史
書
に

は

出
て

こ

な

い
、

実

在
か

ど

う
か

不

明
の

建

物
な

の

で
、

ど

ち
ら

が
正

し

い

の

か

は

分
か

ら

な
い

。

こ

の

部
分
は

『

北
堂

書

鈔
』

『

初
学

記
』

『

太

平
御

覧
』

『

事

類
賦

注
』

に

も

引
用
さ

れ
て

い

る
の

で
、

そ

れ
も

調
べ

て

み

る

と
、

み

な

明

鈔

本
と

同
じ

「

尋
眞
之

臺
」

に

作
っ

て

お
り

、

類
書
に

引
く
「

漢

武

帝
内

伝
」

の

中
に

「

延

靈
之
臺
」

と

す
る

も
の

は
、

談
榿

本
系

の

『

太

平
広

記
』

以

外
に

は
無
い

。

そ
の

こ

と
か

ら

す
る

と
、

明

鈔

本
の

「

尋
眞
之

臺
」

の

方
が

本
来
の

形
に

近

く、

談

憧
本

系
の

方
が

何
ら
か

の

理

由
で

「

延
靈

之
臺
」

に

変
わ
っ

て

し

ま
っ

た

可

能

性
が

考
え

ら
れ

る
。

　

続
い

て
、

も

う
一

例
挙
げ
る

。

《

明

鈔
本
》

到

七

月
七

日
、

乃
掃

宮
掖

、

設
坐
大

殿
、

以

紫
羅
薦
地
、

燔
百
和

之

香
、

張

雲
錦
之

幃
、

燃
九

光
之

燈、

列
玉

門

之
棗

、

酌

蒲
萄
之

醴、

躬
藍

香

果
、

爲

天

宮
之

饌
。

帝
乃
盛

服
、

立

於

階
下

。

敕
端

門
之

内
、

不

得

有
妄
窺
者

。

内

外
謐
寂
、

以

候
仙

官
。

到

夜
二

更

之

後
、

忽
見

西

南
如

白

雲
起
、

鬱

鬱
直
來

。

逕
趨

宮
庭
、

須
臾

轉

近
。

聞

雲
中
有

簫
鼓
之

聲
、

人

馬
之

響
。

復

半
食

頃、

王

毋
至
也

。

或
駕

龍
虎
、

或

乘
白
麟
、

或
乘
白

鶴、

或

乘
軒
車
、

或
乘
天

馬
。

群
仙

數
千
、

光
輝
庭
宇

。

既
至
、

從
官
不

復
知

所
在

。

唯

見
王

毋

乘
紫
雲
之

輦、

駕
九

色

斑

麟
。

別

有
五

千
天

仙
、

側

近
雲

駕
。

皆

身

長
丈

餘、

同

執
綵

旄
之
五

蔀
、

佩
金
剛

靈
璽
、

帶
天

眞
之

冠
、

咸

住
殿

下
。

王

毋
唯

將
二

侍

女
上

殿
。

侍
女

年
可

十
六

七
。

服
青

綾
之

袿
、

容
眸

流
眄
、

神
華
發

清
。

眞

美
人
也

。

王

母

東
向
坐
。

著
黄
金

銅
椡
襴、

紋
綵
明

鮮
、

金

光
奕

奕
。

交
帶
飛

火
之

綬
、

腰

佩
分
景
之

劍
、

頭
上

華
髻

、

戴
天

眞
晨

嬰
之

冠、

履
玄

瓊
鳳

文

之

鳥
。

圓
鬮
圜

鬮
］

視
之
可

年
三

十
許

。

脩
短

得

中、

天

姿

掩
藹、

容

顏
絶

世
。

眞
靈
人

也
。

《

談

榿
本
》

到
七

月

七

日
、

乃

修

除
宮
掖、

設

坐
大

殿
、

以

紫
羅

薦
地

、

燔
百

和
之

香
、

張

雲

錦
之

幢、

燃
九

光
之

燈
、

列

玉

門
之

棗、

酌
蒲
萄

之

醴、

匐
臨
香

果、

爲
天

宮
之

饌
。

帝
乃

盛

服
、

立

於

階
下
。

敕

端
門

之

内
、

不

得
有

妄
窺
者

。

内
外

寂
謐
、

以

候
雲

駕
。

到

夜
二

更
之

後
、

忽
見

西
南

如
白

雲
起

、

鬱
然

直
來

。

逕

趨

宮
庭

、

須
臾

轉
近

。

聞

雲
中

籥
鼓

之

聲、

人

馬
之

響
。

半

食
頃、

王

母

至

也
。

縣

投
殿
前
、

有

似
鳥

集
。

或
駕

龍
虎、

或
乘
白

麟
、

或
乘
白

鶴
、

或

乘
軒
車
、

或

乘
天

馬
。

群
仙

數
千、

光
耀
庭

宇
。

既
至
、

從

官

不

復
知

所
在

。

唯
見

王

母

乘
紫
雲
之

輦
、

駕
九

色
斑

龍
。

別

有
五

十
天

仙
、

側
近

鸞
輿

。

皆
長
丈

餘、

同

執
綵
旄
之

節
、

佩

金

剛

靈
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璽
、

戴
天

眞
之

冠
、

咸
住

殿
下

。

干

母

唯
挾
二

侍
女
上

殿
。

侍

女

年
可

十
六
七

。

服
青

綾
之

袿
、

容
眸
流
盻
、

祚
姿
清
發

。

眞
美
人

也
。

王

母
上

殿
東
向
坐

。

著
黄
金

搭
裾、

文

采

鮮
明

、

光
儀
淑

穆
。

帶
靈

飛
大

綬
、

腰
佩

分
景

之
劍
、

頭
上

太

華

髻、

戴
太

眞
晨

嬰
之

冠
、

履
玄

礪

鳳
文
之

鳥
。

視
之

可
年
三

十
許

。

修

短

得

中
、

天

姿

掩
藹

、

容
顏
絶

世
。

眞
靈
人

也
。

　
こ

れ
は

先
ほ

ど
に

続
い

て
、

七

月
七

日
、

西

王

母

が

漢
武
帝
の

元
に

降
っ

て

く

る
場

面
で

あ
る

。

中
で

も
注

目

し

た
い

の

は
、

西

王

母
の

容
姿
に
つ

い

て

の

描
写
で

あ

る
。

明
鈔

本
の

「

紋
綵
明
鮮
、

金

光
奕
奕
」

が

談

榿
本
で

は

「

文

采
鮮

明
、

光

儀
淑

穆
」

と

な

り
、

「

映

朗
雲
棟

、

神
光

瞳
瞳
」

の

二

句
が

談

榿
本

系
に

は

全
く

見
ら

れ

な
い

な
ど

、

表
現

に
大

き
な

違
い

が

あ
る

。

こ

れ
は

何
ら

か

の

誤

写
と

も
、

ま
た

明

鈔
本

を
書
写

す
る

際
に

書
き

加
え

た

と

も
考

え

に

く
い

。

明

鈔
本
の

元

に

な
っ

た

本
は
こ

の

よ

う
に

な
っ

て

い

た

と

考
え
た

方
が

自
然
だ
ろ

う
。

　
こ

の

よ

う
な

例
は

他
に

も

幾
つ

か

見
ら

れ

る
。

以
上

の

例
か

ら

す
る
と
、

明
鈔

本
は

談
憬

本
と
は

別
の

系
統

に

属
す
る

と

考
え

た

方
が

妥
当
だ

ろ

う
。

そ
し

て

唐

代
以

前
の

類
書
に

引
か

れ
た

「

漢

武

帝
内

伝
」

の

文
に

は
、

談
磑

本
系
で

は

な

く
明

鈔
本
の

方
に
一

致

す
る

例
が

あ
る

こ

と

も

考
え
る

と
、

明
鈔

本
の

方
が

『

太
平

広

記
』

の

古
い

形
の

名
残

を
残
し

て

い

る

可

能
性
が

あ
る

。

四

　
明

鈔
本
と

宋
本
の

比

較

　

以
上
、

明
鈔
本
が

談

榿
本
系

と
は

異
な
る

系

統
に

属
す
る

こ

と
、

そ

し

て

そ

れ
は

『

太

平
広

記
』

の

古
い

形
に

近
い

可
能

性
が

あ
る

こ

と

を

述
べ

た
。

そ

れ
で

は
、

こ

れ

は

宋

本
に

近

い

も

の

と

言
う

こ

と

が

で

き
る
の

だ

ろ

う

か
。

そ
こ

で

実

際
に

、

孫

校
本
・

陳
校

本
と

の

比

較
に

よ
っ

て
、

明
鈔

本
と

宋

本
の

距

離
に

つ

い

て

考
え

て

み
た

い
。

　

但
し

先
に

述
べ

た

よ

う
に
、

孫
氏
・

陳
氏
が

校

勘
に

用

い

た

宋

本
は

現

存
せ

ず
、

残
っ

て

い

る

の

は

そ

の

書
き
込

み
の

み
で

あ
る

。

本

来
は

こ

れ
ら

の

現

物
を

確
認

す
べ

き

で

あ

る

が
、

孫
氏

の

校

勘

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

記

に

つ

い

て

は

厳
一

萍
『

太
平
広

記
校

勘

記
』

で

整
理

さ

れ
、

ま

た

陳
氏

の

校

勘

記
は

張

国
風

「

『

太

平
広

勉
』

陳
鱧

校

宋

本

異
文

輯

選
」

で
一

部
が

紹

介
さ
れ

て

い

る
の

で
、

今
回

は

そ

れ

で

代
え

た

い

と

思

う
。

　

『

太

平
広

記
』

巻
三

に

つ

い

て

言
う

と
、

孫
氏
の

校

勘
記
は

二

百

十
八

条
、

陳
氏

の

校
勘
記
は

十
七

条
が

挙
げ
ら

れ
て

い

る
。

陳

氏

の

校

勘
記
十

七

条
の

内
、

十
四

条
は

孫
氏

と
｝

致
す
る

の

で
、

両
者
が

拠
っ

た

宋

本
は

同

系
統
の

本
で

あ

る

と

思
わ

れ
る

。

そ

れ

で

は

こ

の

宋
本
と

明

鈔

本
は

ど

れ

く

ら

い

一

致

す
る

の

だ

ろ

う

か
。

そ

こ

で
、

孫
氏
・

陳
氏

の

校

勘
記

と

今

回
作

成
し

た

明

鈔
本

の

校

勘
記
を

重
ね
て
、

そ

の
一

致
度
を

調
べ

て

み

た
。

　

ま

ず
孫
校

本
に
つ

い

て

述
べ

る

と
、

孫
校

本
は

宋

本
と

談

榿
本

を

校

勘
し

て

い

る
の

で
、

明

鈔
本

校
勘

記
か

ら

も
談

榿
本
と

の

校

勘
記
を

抽

出
し

て

比

較
し

た
。

同

様
に

陳
校

本
に

つ

い

て

も
、

明

鈔
本
と

許
自

昌
本
の

校

勘
記
を

抽
出

し

て

比

較
し

た
。

そ
の

結

果

を

ま

と

め

た
の

が
、

次
頁
の

資

料
2
で

あ
る
。
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【

資

料
2

】

明

鈔
本

校
勘

記
と

孫
氏

校
勘
記

（

二

百

十
八

条
）
・

陳
氏

校
勘

記
（

十
七

条
）

の

比

較

明
鈔

本
・

孫
校
本

明

鈔

本
・

陳
校
本

一

致
す

る
も
の

一

七
七

条
（

八
一
．

一

九

％
）

《

四

七
．

〇
七

％
》

＝
二

条

（

七

六
．

四
七

％
）

部
分
的
に
一

致
す

る
も
の

二

〇

条
　
　
（

九
．

　
一

七

％
）

　
　
《

五
，

三

二

％
》

一
二

条
　
　
（

一

七
。

六

五

％
）

一

致
し

な
い

も
の

、

＝

条
　
　
（

九
。

六

三

％
）

一

条

　
（

五
．

八

八

％
）

※

（

）

内

は
、

そ

れ
ぞ

れ

孫

氏

校
勘
記

・

陳
氏

校
勘

記
の

総

数
に

占
め

る

割
合

。

《

》

内

は
、

明

鈔

本
校

勘
記
の

総

数
三

百

七

十
六

　
条
に

占
め

る

割

合
。

陳
校

本
は

巻
三

の

校
勘

記
全

て

で

は

な

い

の

で
、

明
鈔

本
校
勘
記
の

総
数
に

占
め

る

割

合
は

計

算
で

き

な
い

。

　
こ

の

表
か

ら

は
、

孫
校

本
、

陳
校

本
の

校

勘
記

は

ど

ち
ら

も
そ

の

八

割
ほ

ど

は

明

鈔

本
に

も
一

致

す
る

こ

と

が

分
か

る
。

し

か

し

孫
校
本
の

校

勘
記

に
つ

い

て

言
え

ば
、

明
鈔

本
と

談

榿
本
の

校
勘

記

三

百

七

十

六

条

中
、

　］

致
す
る

の

は

百

八

十
一

条

と
、

実
に

五

割

を
切

る

数
で

あ

る
。

つ

ま

り

明

鈔
本

校
勘

記
は
、

孫
氏
校

勘
記

の

内
容
を

ほ

ぼ

全
て

含
ん

だ
上

で
、

更

に

そ

れ

と

同

じ

く
ら

い

の

数
の

異

同
が

あ

る

こ

と

に

な
る

。

言
い

換
え

る

な
ら
、

孫
校

本
と

明

鈔
本
は

同

じ

方

向
の

ベ

ク

ト

ル

を
持
つ

も
の

の
、

明
鈔
本
の

ベ

ク

ト

ル

は

孫

校
本
の

二

倍
の

大

き

さ

を

持
っ

て

い

る

と

言
う
こ

と

が

で

き
る

。

校

勘
の

基

準
の

違
い

等
も

考
慮
す
る

必

要

は

あ

る

が
、

こ

の

こ

と

か

ら

は
、

明
鈔

本
と

宋

本
は
、

恐
ら

く
同
一

の

系
統
に

属
す
る

も
の

の
、

か

な
り

距
離
の

あ

る

テ

キ

ス

ト

だ

と

考
え
ら

れ

る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

五

　
談
榿
の

校
訂
の

可
能

性

　
こ

こ

ま

で
、

談

愃
本
系
の

諸

本
と

の

比

較
や

、

類

書
所

引
の

「

漢

武

帝
内

伝
」

の

文

と
の

比

較
に

よ
っ

て
、

明

鈔
本
は

他
の

宋

本
系

と

言
わ
れ

る

も

の

と
は

違
い

が

大

き
い

も
の

の
、

や
は

り

宋

本
の

系
統

に

属

す
る

テ

キ

ス

ト

だ
と

考
え
て

き
た

。

し

か

し

こ

こ

で

問
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題
と

な
る
の

が
、

そ
も

そ
も

『

太

平
広

記
』

が

出

典
と
し

て

い

る

「

漢

武
帝
内

伝
」

と

の

関

係
で

あ

る
。

こ

の

明

鈔
本
が

『

太

平
広

記
』

の

古
い

形
に

近
い

も
の

で

あ

る

と
し

て
、

そ

れ
で

は

出

典
で

あ
る

『

漢
武

帝
内

伝
』

と

の

距

離
は

ど
の

程
度
だ

ろ

う

か
。

続
い

て

そ

の

問
題

に

つ

い

て

考
え
て

み

た

い
。

　

「

漢
武

帝
内

伝
」

に

は
、

大
き

く
道

蔵
本
系

と

広

漢
魏
叢
書
本

系
の

二

系

統
の

テ

キ
ス

ト
が

あ
る

。

こ

の

両

者
の

関

係
は
明
ら
か

で

は

な
い

が
、

こ

こ

で

は

類
書
の

引

用

状
況

な

ど

か

ら
、

よ

り

古

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

い

形
を

残
し

て

い

る

と

思
わ

れ
る

道

蔵

本
系
と

比

較
を

行
う

。

　
こ

の

道
蔵

本
「

漢

武
帝

内

伝
」

と

明
鈔
本
の

比

較

を
行
っ

て

み

る

と
、

確
か

に

両
者
に

は

共

通
点
が

見

ら

れ

る
。

《

道
蔵

本
「

漢
武
帝

内
伝
」

》

母

自
設

膳
、

膳
精

非
常

。

豐
珍
之

肴
、

芳

華
百

果
、

紫
芝

萎
雍
、

紛
若
填

標
。

清
香
之

酒
、

非
地

上

所

有
、

甘
氣
殊
絶

。

帝
不

能

名

也
。

又

命
侍

女
、

索
桃

。

須

臾、

以

鑿
盛
桃

七

枚
、

大
如
鴨

子
、

形

色
青

、

以
呈
王

母
。

母

以
四

枚
與
帝
、

自

食
三

桃
。

桃

之

甘
美

、

口

有
盈

味
。

帝

食
輒
録

核
。

母

日
、

「

何
謂

。

」

帝

日
、

「

欲

種
之

耳
。

」

母

日
、

「

此

桃
三

千

歳
一

生

實
耳

、

中

夏

地

薄
、

種
之

不

生
。

如

何
。

」

帝
乃

止
。

《

明
鈔

本
》

王

母
自

設

天

廚
。

精
妙
非
常

、

豐
珍

上

果
、

芳

華
百

味
、

紫
芝

萎

蕊
、

芬

芳
頃

裸、

清
香
之

酒
、

非
地

上

所
有

、

香

氣
殊
絶
、

帝
不

能
名
也

。

又

命

侍
女、

更

素
桃

果
。

須

臾、

以
玉

盤
盛

仙
桃
七

顆
。

大
如

鴨
子

、

形

圓
青
色

。

以
呈
王

毋
。

毋
以
四

顆

與
帝
、

三

顆
自

食
。

桃
味
甘

美
、

口

有
盈
味

。

帝

輒
録
其

核
。

王

毋
問

帝
。

帝
日

、

「

欲

種
之

。

」

母
日

、

「

此

桃
三

千

年
一

生

實
。

中

夏

地

薄
、

種

之

不

生
。

如

何
。

」

帝
乃

止
。

《

談
榿
本
》

王

母

自
設

天

廚
。

眞
妙
非
常

。

豐

珍
上

果、

芳
華
百

味、

紫
芝

萎

雍
、

芬

芳
填

裸、

清
香
之

酒
、

非
地

上

所
有

、

香

氣
殊
絶

。

帝
不

能

名
也
。

又

命
侍

女、

更

索
桃

果
。

須
臾
、

以
玉

盤
盛
仙

桃
七

顆
。

大

如
鴨

卵
、

形

圓
青

色
。

以
呈

王

母
。

母
以

四

顆

與
帝、

三

顆

自

食
。

桃
味

甘

美、

口

有
盈

味
。

帝

食
輒
收
其

核
。

王

母
問

帝
。

帝

日
、

「

欲
種

之
。

」

母

日
、

「

此

桃
三

千

年
一

生

實
。

中

夏
地

薄
、

種
之

不

生
。

」

帝
乃

止
。

　
こ

れ

ま

で

と

同
様
、

異
同

箇
所
に

傍

線
を

引
い

て

あ
る

が
、

そ

れ

を
取

り

出

し
、

近

い

も
の

同
士

を
網

掛
け

に

し

た
の

が

次
頁
の

資

料
3
で

あ

る
。

こ

の

表
を

見
る

と
、

基
本
的
に

は

同
じ

『

太

平

広

記
』

で

あ

る

明
鈔

本
と

談

榿
本
が

近
い

が
、

例
え

ば
「

鴨
子
」

「

如

何
」

な

ど
、

明

鈔

本
と

談

憧
本
で

異

同
が

あ
る

時
、

「

漢
武

帝

内

伝
」

は

明
鈔

本
と

近
い

字
句
に

な
っ

て

い

る

箇
所
が

多
い

こ

と

が

分
か

る
。

こ

れ

も
明

鈔

本
が

古
い

系
統
の

特

徴
を
残
し

て

い

る

証
左

に

な
る

と

思
わ

れ
る

。

　
し

か

し

こ

こ

で

問

題
に

な
る

の

が
、

前
に

取
り
上

げ
た

「

尋

眞

之

臺
」

と

「

延
靈
之

臺
」

で

あ
る

。

こ

こ

ま
で

の

考
察
で

は
、

元

々

『

太

平
広

記
』

で

は

明

鈔

本
に

見
ら

れ
る

「

尋

眞
之
臺
」

で

あ
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【

資

料
3

】

道

蔵

本
「

漢
武

帝
内

伝
」

と

明
鈔

本
・

談
慥

本
の

比

較
表

漢
武

帝
内

伝

母

膳

膳

精
非
常

豐

珍
之

肴

百
果

萎
薙

紛
若

填

標

明

鈔
本

王

毋

天

廚

精
妙
非

常

豐

珍
上

果

百
味

萎
蕊

芬
芳

頃
標

談
榿
本

王

母

天

廚

眞
妙
非

常

豐

珍
上

果

百
味

萎
蘿

芬
芳

填
榠

漢
武
帝
内

伝

甘
氣

索
桃

鑿

七

枚

鴨
子

形
色

青

四

枚

自
食
三

桃

明

鈔
本

香
氣

更

素
桃

果

玉

盤

七

顆

鴨
子

形

圓
青
色

四

顆

三

顆

自
食

談
榿
本

香
氣

更

索
桃
果

玉

盤

七

顆

鴨

卵

形

圓
青
色

四

顆

三

顆

自
食

漠
武
帝
内

伝

桃

之
甘

美

食
輒
録

核

母

日

何
謂

欲
種
之

耳

三

千

歳

一

生

實
耳

如

何

明

鈔
本

桃
味

甘
美

輒
録
其

核

王

毋
問
帝

欲
種
之

三

千

年

一

生

實

如

何

談
榿
本

桃
味

甘
美

食

輒
收

其
核

王

母

問
帝

欲
種
之

三

千

年

一

生

實

つ

た

が
、

談

榿

本
に

至

る

過
程
で

「

延
靈

之
臺
」

に

変
わ
っ

て

し

ま
っ

た

こ

と

に

な

る
。

し

か

し

実
は

「

漢

武

帝
内

伝
」

に
つ

い

て

も
、

類

書
に

引

く
も
の

は

「

尋

眞
之

臺
」

に

作
る
の

に

対
し

て
、

道
蔵

本
「

漢
武

帝
内

伝
」

は

談

榿
本
と

同
じ

「

延

靈
之

臺
」

に

作

っ

て

い

る
。

つ

ま
り

「

漢

武
帝
内

伝
」

で

も

『

太

平
広

記
』

と

同

様
に

「

尋

眞
之

臺
」

か

ら

「

延

靈
之
臺
」

へ

の

変

化
が

起
こ

っ

て
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い

る

の

で

あ
る

。

こ

れ

は
一

体
、

ど

う
い

う
こ

と

な
の

だ
ろ

う
か

。

　
こ

こ

で
］

つ

の

可

能
性
に

つ

い

て

触

れ
た

い
。

「

尋

眞
」

と
「

延

靈
」

は

文

字

面
も

似
て

い

な
い

か

ら
、

『

太

平

広

記
』

と

「

漢
武

帝

内
伝
」

の

両
方
で

偶
然
同

じ

変
化
が

起
こ

っ

た

と

は

思
え

な

い
。

恐
ら

く、

一

方
が
一

方
を

見
て

改
め

た

と

考
え
る

の

が

自
然
だ

ろ

う
。

そ
う

な
る

と
、

道
教
経

典
で

あ

る
「

漢
武

帝
内

伝
」

が

『

太

平

広

記
』

を

見
て

改
め

た
と

は

考
え

難

く
、

『

太

平
広

記
』

が

道

蔵

本

系
の

「

漢
武

帝
内

伝
」

に

よ
っ

て

改
め

た
と

考
え

る
べ

き
だ

と

思
わ

れ

る
。

そ

し

て

「

漢

武
帝
内

伝
」

と

『

太
平

広

記
』

の

変

化

を

時
間
的
に

整
理

す
る

と
、

次
頁
の

資

料
4
の

よ

う
に

な

る
。

　
こ

の

表

を

見
る

と
、

『

漢

武
帝

内

伝
』

で

は
一

四

〇

〇

年

代
後

半

ま
で

に

は

「

延

靈
」

へ

の

変
化
が

起
こ

っ

て

い

る

が
、

『

太

平

広

記
』

に
つ

い

て

は
、

　一

五

〇

〇

年
代
前

半
頃
は

ま
だ

「

尋

眞
」

に

作
る

テ

キ

ス

ト

が

出
回
っ

て

い

た
よ

う
で

あ

る
。

『

太

平
広

記
』

で

の

変
化
は

談

榿

本
が

刊
行
さ

れ
た
一

五

六

六

年
か

ら

そ

う

遠
く

な
い

時

期
と

推

測
さ
れ

る
。

　
こ

こ

で

触

れ
た

い

の

が
、

談
榿
「
『

太

平
広

記
』

序
」

の

次
の

部

分
で

あ
る

。

　
　

近
得

『

太

平

廣
記
』

觀
之
、

傳
寫
已

久
、

亥
豕

魯
魚
、

甚
至

　
　

不

能

以
句

。

因
與
二

三

知

己

秦

次
山
、

強

綺
膣
、

唐
石

東
、

　
　

互

相
校
讐

。

寒

暑
再

更
、

字

義
稍
定

。

尚
有
闕
文

闕
卷

、

以

　
　

俟

海
内

藏
書
之

家
、

慨

然
嘉
惠
、

補

成
全

書
。

庶

幾

博
物
洽

　
　

聞

之
士

、

得
少

裨
盆

焉
。

嘉

靖
丙
寅
正

月
上

元

日

都
察

院
右

　
　

都

御
史

致

仕

十
山

談
榿

書
。

（

近

ご

ろ

『

太

平
広

記
』

を

得

　
　

て

之
を

観
る

に
、

伝
写

す
る
こ

と

巳

に

久
し

く
、

亥
豕

魯
魚

　

　

あ
り

て
、

甚
し

き

は

以
て

句
と

す
る

能

は

ざ

る

に

至

る
。

因

　

　

り

て

二

三

の

知

己

秦

次
山

、

強

綺

滕
、

唐
石

東
と

、

互

ひ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
か

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
や

う
や

　

　

に

相
校

讎
す

。

寒

暑

再

び

更

は

り
、

字
義

稍

く
定
ま

る
。

　

　
な

　

　

尚
ほ

闕
文

闕
巻

有
れ
ば
、

以

て

海
内
の

蔵

書
の

家
の

、

慨
然

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ま

　

　

と
し

て

嘉
恵
せ

ら
る

る

を

俟
ち

て
、

補
ひ

て

全

書
と

成
さ
ん

。

　

　

庶

幾
は

く
は

博
物

洽
聞
の

士
、

少

し

く

裨
益

す

る
を

得
ん

こ

　

　

と
を

。

嘉
靖
丙
寅
正

月

上

元

日

都

察
院

右
都
御
史

致

仕

十

　

　

山

談
憧

書
す

。

）

　

こ

こ

で

談

榿
は
、

手

に

い

れ
た

『

太

平
広

記
』

の

テ

キ

ス

ト

は

魯
魚
の

誤
り

が

多
い

酷
い

状
態
で

あ
っ

た

の

で
、

知

人
と

共
に

二

年
も

の

月

日

を

か

け
て

校
訂

を

行
い

、

な
お

残
る

闕
文

は
、

後
世

の

蔵

書

家
・

博

学
の

士

の

協
力

を
待
つ

と

言
っ

て

い

る
。

談
憧
自

身
も

更
に

刊

行

後
も
し

ば

し

ば

手

を

入

れ
た
よ

う
で

、

現

在
談
榿

本
と

呼
ば

れ
る

書
に

は

三

種

類
乃
至

四

種
類
あ

る

こ

と
が

知
ら

れ

て

い

る
。

或
い

は

こ

の

刊
行
に

先
駆

け

た

校

訂

作
業
で
、

談

榿
は

道
蔵

本
系

の
「

漢
武

帝
内

伝
」

を
手

に
い

れ
、

そ

れ
に

拠
っ

て

『

太

平
広

記
』

の

字
を

改
め

た

可

能

性
が

考
え

ら

れ
る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う

か
。

た

だ

し

こ

の

よ

う
に

言
う
た

め

に

は
、

更
な

る

調
査
が

必

要

な
の

で
、

今
は

可
能
性
の

指

摘
に

留
め

た
い

。

六

　
お

わ

り
に

　

以

上
、

中
国

国
家
図

書
館

所
蔵
の

明

野
竹

斎
鈔

本
『

太

平
広
記
』

に

つ

い

て

若
干

の

検
討
を

行
っ

た

結
果

、

明
鈔

本
は

談
榿

本
と

は

違
う

系
統
の

、

宋
本
と

伝
え

ら
れ

る

テ

キ
ス

ト
の

系
統
に

属
し

て

一 44 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

【

資

料
4

】

「

漢
武

帝
内

伝
」

『

太
平

広

記
』

年

表

「

漢
武
帝

内
伝
」

『

太
平

広
記
』

五

〇
〇

年

代
前

半

『

漢
武

帝
内

伝
』

編

纂

六

〇
〇

年

代
前

半

『

北
堂

書
鈔
』

編
纂

尋
眞

七

〇
〇

年

代
前

半

『

初

学
記
』

編
纂

尋
眞

九

七

八

年

『

太
平

広

記
』

編
纂
・

宋

本
刊

行

九

八

三

年

『

太

平

御
覧
』

編
纂

尋
眞

九

〇
〇

年
代
後

半

『

事

類
賦
注
』

編
纂

尋

眞

一

四

四
五

年

「

正

統

道

蔵
」

編
纂

圜

一

五

〇
〇

年
代

前

半

一

五

六

六

年

一

五

九

二

年

一

六

二

六

年

一

七

〇
〇

年

代
前

半

一

七

五

五

年

一

七

七

三

年

一

九

五

九

年

一

九

六
一

年

「

広

漢

魏

叢
書
」

刊

行

鬮
野
竹
斎

鈔
本

書
写

談
惴
本

刊
行

馮
夢
龍

『

太

平
広

記
鈔
』

刊
行

許
自
昌

本
刊

行

黄
暁
峰

本
刊

行

四

庫
全

書
本

書
写

人
民
文

学
出

版
社

点
校
本

刊
行

中
華
書

局
点

校
本

刊
行

尋

眞圜圜圜圜圜圜圜

い

る

が
、

同
じ

く

宋
本
系
と

言

わ

れ

る

も
の

と

は

違
い

が

大

き
い

　

　
呼
ば

れ
る

テ

キ

ス

ト

の

中
に

も
、

か

な
り

異
な

る

複
数

の

テ

キ
ス

こ

と

を
指

摘
し

た
。

こ

の

こ

と

か

ら

は
、

現
在
ま

と

め

て

宋

本
と

　
　
ト

が

存
在
し

た

こ

と

が

推

察
さ
れ

る
。
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ま

た

併
せ

て
、

談

榿
本
と

明
鈔

本
の

異

同
の

中
に

は
、

談
榿
に

よ
っ

て

改

訂
さ
れ

た

も
の

が

あ

る

可
能
性
を

指
摘
し

た
。

も
と

も

と
あ

ま

り
い

い

状
態
で

は

な
か
っ

た

『

太

平
広

記
』

を
、

談

憧
が

校
訂
し

て

世
に

出

し

た

か

ら

こ

そ
、

『

太

平

広

記
』

は

現
在

に

伝

わ

る
の

で

あ

り
、

こ

れ
は

彼
の

大

き
な
功

績
で

あ

る
。

ま

た
、

こ

の

よ

う
に

長
い

時

間
を
か

け
て

厳
密
な

態
度
で

校
訂

作
業
を

行
う

と
い

う
こ

と

は
、

そ

れ
ま

で

せ

い

ぜ

い

消
閑
の

具
程

度
に

し

か

扱

わ

れ
て

い

な
か
っ

た

小

説
に
一

定
の

地

位
を
与
え

る

行
為
で

も
あ

っ

た

よ

う
に

思

う
。

．

般
に
、

中

国
の

古
小

説
に

関

す
る

研
究
は

魯
迅

『

中

国
小

説

史
略
』

を

嚆
矢
と

す
る

が
、

こ

の

談
榿
の

態

度

に

は

そ
の

先

駆
け

を

感
じ

と

る

こ

と

が

で

き
る

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

彼
の

修
訂

作
業
を

具

体
的
に

明
ら
か

に

す
る

こ

と

は
、

今

後
の

『

太

平
広

記
』

の

テ

キ

ス

ト

研
究
の

み

な
ら

ず、

小

説

観
の

変
遷
に
つ

い

て

の

研
究
に

も
大

き
な

意
味
を
持
っ

て

い

る
。

　

今
後
は

ま

ず
、

明

鈔

本
の

全

体

的
な

調
査
、

更
に

今

回
は

充
分
‘

に

は

扱
え
な
か

っ

た

孫
校
本
・

陳

校
本
に

対
す
る

調
査

も
行
い
、

『

太

平
広

記
』

の

テ

キ

ス

ト
に

対

す
る

総
合
的
な

調
査

を
行

う
必

要
が

あ

る
。

そ

れ

は

『

太
平
広

記
』

研

究
の

み

な

ら
ず
、

小

説
研

究
全

体
に

資
す
る

も
の

で

あ
る

。

（

注
）

 

愛
宕
松
男
『

ア

ジ

ア

の

征
服
王

朝
』

（
世

界
の

歴

史
11

河

出
書
房
新

　

社

　
一

九
人

九

年）

一
一

人

頁

に
、

以
下
の

よ

う
に

あ
る
。

　
　

　
　
あ

る
い

は
、

『

文
苑
英

華
』

、

『

太

平
御
覧
』 、

『

太
平
広

記
』

と

い

　

　
　
っ

た
一

〇

〇

〇

巻
、

五

〇

〇
巻

の

巨

大
な

類

書
の

編

集
事

業
を

興

　

　
　
し

て
、

学

者

を

総
動
員

す

る

な

ど
、

す
べ

て

士

大
夫

、

す

な

わ

ち

　

　

官
僚
層
の

懐
柔
の

た

め
の

露
骨
な

政
策

で

あ
っ

た
。

 

現

代
中
国

語
訳
の

代
表

的
な

も
の

と

し

て

は
、

陸

听
・

郭
力
弓
・

任

　

徳
山

主
編
『

白
話

太

平
広

記
』

（
北
京
燕
山

出
版
社

　
一

九

九

三

年
）
、

　

周

振
甫

主

編
『

白

話

太
平
広

記
』

（

中
州
古
籍
出
版
社
　
一

九
九

三

年）
、

　

高
光
・

王

小

克
・

汪

洋
主

編
『

文

白
対
照

全

訳
太

平
広

記
』

（
天

津
古

籍

　

出
版
社
　
一

九

九

四

年
）

、

丁

玉

崢
等
主

編

『

白

話
太
平
広

記
』

（
河

北

　

教
育

出
版
社

　
一

九

九

五

年
）

な

ど

が

挙
げ

ら
れ

る
。

　

　
邦
訳
と
し

て

は
、

広
島
大

学
漢
文

研

究
会
『

『

太

平
広

記
』

女

仙
部

訳

　

註
』

（
私

家
版
　
一

九

九

八

年）
、

木
村
秀
海
・

堤

保

仁

『

訳
注

太

平

廣

　

記

　
鬼
部
一

・

二
・

三
』

（
や
ま

と

崑
崙

企
画

　
一

九

九
八

年
・

二

〇

〇

　
一

年
・

二

〇
〇
四

年
〉

、

塩

卓
悟
・

河
村
晃

太
郎
『

譯
註
　
太

平

廣
記

　

婦
人

部
』

（
汲

古
書
院

　
二

〇
〇

四

年
）

、

今
場
正

美
・

尾

崎
裕
『

『

太

平

　

広

記
』

夢

部
訳
注

稿
』

（

中
国
藝
文

研
究

會
　
二

〇

〇
五

年）

な

ど
が

あ

　

る
。

ま

た

現

在、

『

太
平
広

記
』

研

究
会
が

『

中
国

学
研

究
論
集
』

10
号

　

　（
広

島
中

国

学
学

会
　
二

〇

〇
二

年）

よ

り

『

『

太

平
広

記
』

訳
注
』

を

　

連
載
中
で

あ

る。

 

張

氏
は

『

太
平
広

記
』

の

テ

キ
ス

ト

に
つ

い

て

多
く
の

論
考

を

発

表

　

さ
れ
て

い

る
が
、

近

年
発

表
さ

れ

た
『

太

平
廣

記
版

本
考

述
』

（

中
華
書

　

局

二

〇

〇

四

年）

で
そ

れ

ら

を
ま

と
め

ら
れ
て

い

る
。

近

年
日

本
で

　

発
表

さ
れ

た

も
の

と

し
て

は
、

富
永
一

登

「
『

太

平
広

記
』

の

諸
本
に

つ

　

い

て
」

（
『

広

島
大

学

文
学
部
紀
要
』

第
五

九

巻
　
一

九
九

九

年
）

、

佐
野

　

誠
子

「
台
湾
大
学
藏
孫
潜
校
本
『

太

平
広

記
』

に
つ

い

て
」

（
『

東
京
大

　

学
中

国
語

中
国
文

学

研
究
室
紀
要
』

第
4
号

　
二

〇

〇
一

年
）

、

溝
部
良
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恵
「
成
任

編
刊

『

太

平

広

記

詳

節
』

に
つ

い

て
」

（
『

東

京
大

学
中
国
語

　

中
国
文

学
研

究
室

紀
要
』

第
5
号

　
二

〇

〇

二

年）

な

ど
が

あ

る
。

ま

　

た

注

 
に

挙

げ
た

塩

卓
悟
・

河
村
晃

太

郎
両

氏
の

著
書

に

も

『

太

平
広

　

記
』

の

諸
本
に

つ

い

て

詳
し

い

説
明
が

あ
る
。

 

『

玉

海
』

所
引
『

宋

会
要
』

に

は

「

興

國
二

年
三

月、

詔
肪
等
取
野

　

史
小
説、

集
爲
五

百
卷

。

五

十
五

部、

天

部
至

百

卉。

三

年
八

月

書

成、

　

號
日

『

太

平

廣
記
』

。

六

年
詔

令
鏤
版

。

」

（
興

国
二

年
三

月、

防
等
に

詔

　

し

て

野
史
小

説

を

取
ら
し

め
、

集
め

て

五

百

巻
と

為
す
。

五

十
五

部、

　

天

部
よ
り

百

卉

に
至

る
。

三

年

八
月

書

成
り
、

号
し

て

『

太

平
広

記
』

　

と

日

ふ
。

六

年

詔
し

て

鏤
版
せ

し

む
。

）

と

あ

り
、

完

成
し

て

三

年
後

　

の

太
平

興

国
六

年
に

版
木
に

彫

ら

れ
た

と

し
て

お
り
、

『

太

平
広

記
』

序

　

文
の

記
述

と
一

致
し

な
い

。

ま
た

こ

こ

に

言
う

「

天
部

よ

り

百

卉

に
至

　

る
」

の

は

『

太
平
広

記
』

で

は

な

く
、

『

太

平

御
覧
』

の

こ

と
で

あ

る。

 

　
孫
潜

校
本

に
つ

い

て

は
、

注

 
に

挙

げ

た

佐
野
氏
の

論

文
を

参
照。

 

注

 
に

挙
げ

る

張
氏
の

前
掲
書
を

参
照

。

 

注

 
に

挙

げ

る

張
氏

の

前
掲
書
二

十
一

頁

に

「

如
果

我
佃
将
Y
本
和

　

S
本

対
照
．

下
，

看
到
二

者
大
量
相
同
的
昇
文
，

便
可

以

礁

借
，

Y
本

　

的
底

本
乃

是
一

个
宋
本
（
或
元

本
）

。
」

と

あ

る

（
Y
本
は

明
鈔
本、

S
本

　

は

孫
潜
校
本
の

こ

と
）

。

 

『

太

平

廣
記
附
校
勘
記
』

附
録
「

嚴
一

萍
先
生

太

平

廣
記

校
勘
記
」

（
藝

　

文
印
書
館

　
民
国
五

十
九

年
）

。

 

張
国
風

「
『

太
平
広

記
』

陳
鱠

校
宋
本

異
文

輯
選
」

（
『

北
京

図

書
館
館

　

刊
』

　一

九

九

五

年
三

／
四

期
〉
。

こ

の

校
記
は

張
氏
の

前

掲
書
に

も

収
め

　

ら
れ

て

い

る
。

 

両
系
統
の

「

漢
武

帝
内
伝
」

は
、

単
に

字

句
に

多
少

の

異

同
が

あ
る

と
い

う
レ

ベ

ル

の

違

い

で

は

な
い

。

広

漢
魏
叢
書
本
は

『

太
平
広

記
』

か

ら

の

抽
出
本
だ

と

考
え

ら

れ

る
が
、

分
量

的
に

見
て

も
、

道
蔵

本
の

一

万

四

十
七

字
に

対
し
て
、

広

漢

魏

叢
書
本
は

五

千
八

百

四

十
八

字
と
、

六

〇
パ

ー

セ

ン

ト

余
り

し

か

無
い

。

し
か

し
、

分
量
的
に

は
少
な
い

広

漢
魏
叢
書
本
に

の

み

見
ら

れ

て

道
蔵

本
に

は

見

ら
れ
な

い

部
分
が

あ
っ

た

り
、

ま

た

内
容
的
に
は

共

通
し

て

い

る

部
分
で

も、

文

章
が

甚
だ

し

く

異
な
っ

て

い

る

部
分
も
あ

り
、

単
純
に

広

漢

魏
叢
書
本
は

『

太

平
広

記
』

が

道
蔵
本
か

ら

節
略
し

た

も
の

だ

と

は

言
い

き

れ
な

い
。

清
の

銭

熙

祚
の

守
山

閣

叢
書
本
は、

原
型

に

近
い

と

考

え
ら

れ
て

い

る

道
蔵
本

を

元

に
し

て

広
漢
魏
叢
書
本
と

逐
一

校
勘

を

注

記
し
た

上

で
、

道
蔵
本

の

不

足

部
分

は

広
漢
魏

叢
書
本
か

ら

補
っ

た

も
の

で

あ

る

が
、

や

は

り

こ

の

両
系

統
の

違
い

に

つ

い

て

詳
し

く

論
じ

て

は

い

な
い

。

〔
附
記
）

　

本
稿
を
執

筆
す

る

に

当

た
っ

て
、

首
都
師
範
大
学
外

国
語

学
院
日

語

系
の

李

均
洋

教

授
、

な

ら
び

に

中

国
国
家
図

書
館
報

刊

部
副

主

任
の

王

志

庚
氏
に

図

書
閲
覧
の

便
を

図
っ

て

い

た

だ

き

ま

し

た
。

こ

こ

に

記

し

て

深

く
感
謝
の

意

を

表
し

ま

す
。
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